
【
立
憲
民
主
党
・武
内
則
男
】

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
よ
り
生
じ

た
医
療
提
供
体
制
の
課
題
を
十
分

に
踏
ま
え
た
見
直
し
が
適
切
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の

機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
特
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
患
者
へ
の
対

応
状
況
を
踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
公

立
・公
的
病
院
の
安
易
な
病
床
削
減

に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

【
立
憲
民
主
党
・広
田
は
じ
め
】

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
気
候
変
動
が
原
因
と
思
わ
れ

る
豪
雨
災
害
等
も
近
年
頻
繁
に
起

き
て
お
り
、
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
い
っ
た
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
の

危
険
に
も
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
医
療

体
制
や
公
共
体
制
の
確
保
は
急
務

で
す
。
公
的
病
院
は
災
害
対
応
を
担

う
中
軸
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
平

時
の
状
況
や
効
率
ば
か
り
に
目
を
取

ら
れ
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
病
院
が

足
り
な
い
ベ
ッ
ド
が
足
り
な
い
と
い
う
の

で
は
機
能
不
全
に
陥
り
役
割
を
果
た

せ
ま
せ
ん
。
公
的
病
院
の
維
持
や
ベ
ッ

ド
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
自

明
の
理
だ
と
思
い
ま
す
。
医
療
体
制

や
公
共
体
制
に
つ
い
て
、
今
回
の
コ
ロ

ナ
禍
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
問
題
点

を
十
分
に
踏
ま
え
た
見
直
し
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。
併
せ
て
、
医
療
従

事
者
の
処
遇
改
善
も
必
要
で
す
。

【
自
由
民
主
党
・中
谷
元
】

地
域
医
療
構
想
は
、
少
子
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
、
質
の
高
い
医
療
の

提
供
を
効
率
的
に
行
う
よ
う
に
す
る

た
め
、
地
域
ご
と
の
医
療
機
関
の
役

割
分
担
と
連
携
を
議
論
し
て
い
く
も

の
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
新
興
感

染
症
等
の
発
生
時
等
に
も
必
要
な

医
療
体
制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

【
自
由
民
主
党
・尾
﨑
正
直
】

地
域
医
療
構
想
は
、
今
後
の
人
口

減
少
・高
齢
化
に
対
応
し
、
質
の
高

い
医
療
を
効
率
的
に
提
供
で
き
る
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
将
来
に
向
け

て
、
地
域
ご
と
に
医
療
機
関
の
役
割

分
担
や
連
携
を
議
論
し
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
新
興
感
染

症
等
の
発
生
時
や
大
規
模
災
害
時

等
に
も
必
要
な
医
療
が
提
供
で
き
る

体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
中
で
公
的
病
院
の
役
割

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

【
加
え
る
項
目
案
】

７.

く
ら
し
に
確
か
な
土
台
を―

「
生

き
る
価
値
」を
実
感
で
き
る
県
政
の

実
現

①

県
経
済
の
土
台
を
支
え
る
１
次

産
業
や
中
小
企
業
・
小
規
模
事
業

者
へ
の
支
援
強
化
と「
生
活
者
視
点
」

の
政
策

・生
活
保
障
と
生
活
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の

構
築
で
、
中
山
間
の
奥
の
奥
ま
で
支

え
ら
れ
る
体
制
づ
く
り
・農
業
所
得

補
償
の
復
活
、
耕
作
放
棄
地
の
解
消

対
策
、
集
落
活
動
セ
ン
タ
ー
、
安
心

安
全
セ
ン
タ
ー
の
連
携
強
化
と
奥
山

間
への
公
的
支
援
を
行
う
。

・地
域
分
散
型
の
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
の

確
立
と
地
産
地
消
を
推
進
す
る
。

・「
ロ
ス
ジ
ェ
ネ
世
代
」への
支
援
強
化
、

非
正
規
雇
用
の
正
規
化
な
ど
企
業
・

生
産
者
と
被
雇
用
者
が
と
も
に
報

わ
れ
る
政
策
の
推
進
で
、
若
者
の
県

外
流
出
を
本
気
で
止
め
る
。

・新
型
コ
ロ
ナ
や
新
た
な
感
染
症
の
感

染
拡
大
に
備
え
る
医
療
、
福
祉
の
体

制
を
強
化
。
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

の
処
遇
改
善
を
進
め
る
。

②

多
様
性
に
応
じ
て
誰
も
が
生
き

る
価
値
を
実
感
で
き
る
地
域
の
構

築・少
人
数
学
級
の
推
進
、
学
校
給
食

の
無
償
化
、
県
内
で
学
べ
る
多
様
な

選
択
肢
の
整
備
を
行
う
。

・子
育
て
環
境
の
整
備
と
子
育
て
世

代
への
直
接
支
援
、
若
者
に
希
望
を

与
え
る
正
規
雇
用
の
推

進
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
障

が
い
者
施
策
の
抜
本
的
強

化
に
よ
り
、
県
民
が「
生
き

る
価
値
」
を
実
感
で
き
る

政
治
を
実
現
す
る
。

・高
知
の
自
然
、
明
る
い
県

民
性
を
生
か
し
た
県
民
が

生
き
や
す
い「
高
知
ら
し
い

生
活
ス
タ
イ
ル
」で
都
市
人

口
を
呼
び
込
む
。
本
気
で

人
口
の
社
会
減
を
食
い
止

め
る
。

【
立
憲
民
主
党
・武
内
則
男
】

地
域
医
療
構
想
に
つ
い
て
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
ま
ん
延
に
よ
り
生
じ

た
医
療
提
供
体
制
の
課
題
を
十
分

に
踏
ま
え
た
見
直
し
が
適
切
に
行
わ

れ
る
よ
う
、
地
域
に
お
け
る
病
床
の

機
能
の
分
化
及
び
連
携
の
推
進
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
し
、
必
要
な
措

置
を
講
ず
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。
特
に
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
患
者
へ
の
対

応
状
況
を
踏
ま
え
、
コ
ロ
ナ
禍
で
の
公

立
・公
的
病
院
の
安
易
な
病
床
削
減

に
歯
止
め
を
か
け
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

【
立
憲
民
主
党
・広
田
は
じ
め
】

南
海
ト
ラ
フ
大
地
震
は
も
ち
ろ
ん
の

こ
と
、
気
候
変
動
が
原
因
と
思
わ
れ

る
豪
雨
災
害
等
も
近
年
頻
繁
に
起

き
て
お
り
、
自
然
災
害
の
リ
ス
ク
は
高

ま
っ
て
い
ま
す
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
と
い
っ
た
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
の

危
険
に
も
さ
ら
さ
れ
て
お
り
、
医
療

体
制
や
公
共
体
制
の
確
保
は
急
務

で
す
。
公
的
病
院
は
災
害
対
応
を
担

う
中
軸
に
な
る
と
思
い
ま
す
が
、
平

時
の
状
況
や
効
率
ば
か
り
に
目
を
取

ら
れ
て
、
い
ざ
と
い
う
と
き
に
病
院
が

足
り
な
い
ベ
ッ
ド
が
足
り
な
い
と
い
う
の

で
は
機
能
不
全
に
陥
り
役
割
を
果
た

せ
ま
せ
ん
。
公
的
病
院
の
維
持
や
ベ
ッ

ド
の
確
保
が
重
要
で
あ
る
こ
と
は
自

明
の
理
だ
と
思
い
ま
す
。
医
療
体
制

や
公
共
体
制
に
つ
い
て
、
今
回
の
コ
ロ

ナ
禍
で
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
問
題
点

を
十
分
に
踏
ま
え
た
見
直
し
が
必
要

だ
と
考
え
ま
す
。
併
せ
て
、
医
療
従

事
者
の
処
遇
改
善
も
必
要
で
す
。

【
自
由
民
主
党
・中
谷
元
】

地
域
医
療
構
想
は
、
少
子
高
齢
化

社
会
に
対
応
し
、
質
の
高
い
医
療
の

提
供
を
効
率
的
に
行
う
よ
う
に
す
る

た
め
、
地
域
ご
と
の
医
療
機
関
の
役

割
分
担
と
連
携
を
議
論
し
て
い
く
も

の
で
あ
り
ま
す
。
同
時
に
、
新
興
感

染
症
等
の
発
生
時
等
に
も
必
要
な

医
療
体
制
の
整
備
を
進
め
て
ま
い
り

ま
す
。

【
自
由
民
主
党
・尾
﨑
正
直
】

地
域
医
療
構
想
は
、
今
後
の
人
口

減
少
・高
齢
化
に
対
応
し
、
質
の
高

い
医
療
を
効
率
的
に
提
供
で
き
る
体

制
を
構
築
す
る
た
め
、
将
来
に
向
け

て
、
地
域
ご
と
に
医
療
機
関
の
役
割

分
担
や
連
携
を
議
論
し
て
い
く
も
の

で
あ
り
、
着
実
に
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
で
す
。
あ
わ
せ
て
、
新
興
感
染

症
等
の
発
生
時
や
大
規
模
災
害
時

等
に
も
必
要
な
医
療
が
提
供
で
き
る

体
制
の
整
備
を
進
め
て
い
く
必
要
が

あ
り
、
そ
の
中
で
公
的
病
院
の
役
割

に
つ
い
て
も
し
っ
か
り
議
論
し
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。
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点
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放
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進
で
、
若
者
の
県

外
流
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を
本
気
で
止
め
る
。

・新
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コ
ロ
ナ
や
新
た
な
感
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症
の
感

染
拡
大
に
備
え
る
医
療
、
福
祉
の
体

制
を
強
化
。
エ
ッ
セ
ン
シ
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ル
ワ
ー
カ
ー

の
処
遇
改
善
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進
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。

②

多
様
性
に
応
じ
て
誰
も
が
生
き

る
価
値
を
実
感
で
き
る
地
域
の
構

築・少
人
数
学
級
の
推
進
、
学
校
給
食

の
無
償
化
、
県
内
で
学
べ
る
多
様
な

選
択
肢
の
整
備
を
行
う
。

・子
育
て
環
境
の
整
備
と
子
育
て
世

代
への
直
接
支
援
、
若
者
に
希
望
を

与
え
る
正
規
雇
用
の
推

進
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
、
障

が
い
者
施
策
の
抜
本
的
強

化
に
よ
り
、
県
民
が「
生
き

る
価
値
」
を
実
感
で
き
る

政
治
を
実
現
す
る
。

・高
知
の
自
然
、
明
る
い
県

民
性
を
生
か
し
た
県
民
が

生
き
や
す
い「
高
知
ら
し
い

生
活
ス
タ
イ
ル
」で
都
市
人

口
を
呼
び
込
む
。
本
気
で

人
口
の
社
会
減
を
食
い
止

め
る
。

【
立
憲
民
主
党
・武
内
則
男
】

中
小
企
業
に
支
援
を
行
い
つ
つ
、
数

年
間
か
け
て
最
低
賃
金
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

【
立
憲
民
主
党
・広
田
は
じ
め
】

国
民
生
活
の
底
上
げ
を
図
る
た
め

に
、
先
進
国
で
最
低
レ
ベ
ル
の
最
低
賃

金
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
、
１
５
０
０

円
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
都

市
部
と
地
方
の
格
差
是
正
を
図
る

た
め
に
も
、
全
国
一
律
に
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
東
京
一
極

集
中
の
よ
う
な
都
市
部
に
人
が
集
中

す
る
弊
害
を
解
消
す
る
一
助
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
な
お
、
引
き
上
げ
の
財

源
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し

中
小
企
業
に
負
担
を
か
け
な
い
と
の

観
点
か
ら
、
国
庫
補
助
金
と
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

【
自
由
民
主
党
・中
谷
元
】

最
低
賃
金
法
に
お
い
て
、
地
域
別

最
低
賃
金
は
、
各
地
域
の
労
働
者
の

賃
金
、
生
計
費
、
企
業
の
賃
金
支
払

い
能
力
を
考
慮
し
、
一
定
の
地
域
別

に
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
で
の
各
種
指
標
の
差
を
省
み
ず

一
律
の
最
低
賃
金
を
設
定
す
る
こ
と

は
、
中
小
企
業
を
中
心
に
人
件
費
が

増
加
し
、
逆
効
果
と
な
る
危
険
性
が

あ
る
為
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

【
自
由
民
主
党
・尾
﨑
正
直
】

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
県
民

生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
大
変
重
要

な
問
題
で
す
。
但
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳

し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
小
零
細
企

業
に
お
い
て
は
、
単
に
最
低
賃
金
を

引
き
上
げ
る
だ
け
で
は
、
事
業
自
体

の
継
続
が
困
難
に
な
り
、
雇
用
も
失

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
方
の

中
小
零
細
企
業
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
体
力
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
賃

金
の
引
上
げ
と
地
域
間
の
格
差
の
是

正
に
繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
立
憲
民
主
党
・武
内
則
男
】

公
契
約
条
例
が
あ
る
自
治
体
は
一

部
に
と
ど
ま
り
、
自
治
体
間
で
取
り

組
み
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
が
現
状

で
す
。
公
契
約
条
例
を
促
進
す
る
た

め
に
、
国
が
公
契
約
基
本
法
を
定
め
、

全
国
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
後

押
し
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

平
時
か
ら
各
自
治
体
が
公
契
約

条
例
を
制
定
し
て
お
く
こ
と
が
、
現

下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
よ
う
な
緊
急
時
に
お
い
て
も
安

心
か
つ
信
頼
で
き
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

確
保
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。
様
々
な
関
係
者
と
連
携

し
、
公
契
約
条
例
制
定
の
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
け
る
環
境
の
整
備
に
つ
と

め
ま
す
。

【
立
憲
民
主
党
・広
田
は
じ
め
】

賃
金
の
最
低
保
障
な
ど
を
設
定
す

る
公
契
約
法
・公
契
約
条
例
の
制
定

に
よ
り
、
適
正
な
賃
金
・労
働
条
件

の
も
と
で
安
心
・安
全
に
働
い
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
官
製
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
の
解
消
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
確
保
に
つ
な
が
る
た
め
導
入
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

【
自
由
民
主
党
・中
谷
元
】

労
働
基
準
法
、
最
低
賃
金
法
と
は

別
の
新
た
な
賃
金
基
準
を
設
定
す
る

こ
と
は
、
①
本
来
、
賃
金
等
の
労
働

条
件
は
労
使
が
自
主
的
に
決
定
す

る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
②
ま
た
、
国

等
の
契
約
に
関
し
て
は
、
予
算
の
効

率
的
な
執
行
や
契
約
の
適
正
化
を

図
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
自
由
民
主
党
・尾
﨑
正
直
】

労
働
条
件
の
基
準
は
、
労
働
基
準

法
や
最
低
賃
金
法
な
ど
で
定
め
、
個
々

の
労
働
条
件
は
、
こ
れ
ら
の
法
令
を

遵
守
し
た
上
で
、
労
使
が
自
主
的
に

決
定
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

【
立
憲
民
主
党
・武
内
則
男
】

中
小
企
業
に
支
援
を
行
い
つ
つ
、
数

年
間
か
け
て
最
低
賃
金
を
大
幅
に

引
き
上
げ
る
べ
き
と
考
え
ま
す
。

【
立
憲
民
主
党
・広
田
は
じ
め
】

国
民
生
活
の
底
上
げ
を
図
る
た
め

に
、
先
進
国
で
最
低
レ
ベ
ル
の
最
低
賃

金
を
段
階
的
に
引
き
上
げ
、
１
５
０
０

円
を
目
指
す
べ
き
と
考
え
ま
す
。
都

市
部
と
地
方
の
格
差
是
正
を
図
る

た
め
に
も
、
全
国
一
律
に
す
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
。
そ
の
こ
と
が
、
東
京
一
極

集
中
の
よ
う
な
都
市
部
に
人
が
集
中

す
る
弊
害
を
解
消
す
る
一
助
に
な
る

と
思
い
ま
す
。
な
お
、
引
き
上
げ
の
財

源
に
つ
い
て
は
、
コ
ロ
ナ
禍
を
考
慮
し

中
小
企
業
に
負
担
を
か
け
な
い
と
の

観
点
か
ら
、
国
庫
補
助
金
と
す
べ
き

と
考
え
ま
す
。

【
自
由
民
主
党
・中
谷
元
】

最
低
賃
金
法
に
お
い
て
、
地
域
別

最
低
賃
金
は
、
各
地
域
の
労
働
者
の

賃
金
、
生
計
費
、
企
業
の
賃
金
支
払

い
能
力
を
考
慮
し
、
一
定
の
地
域
別

に
決
定
す
る
こ
と
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

地
域
で
の
各
種
指
標
の
差
を
省
み
ず

一
律
の
最
低
賃
金
を
設
定
す
る
こ
と

は
、
中
小
企
業
を
中
心
に
人
件
費
が

増
加
し
、
逆
効
果
と
な
る
危
険
性
が

あ
る
為
、
慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ

り
ま
す
。

【
自
由
民
主
党
・尾
﨑
正
直
】

最
低
賃
金
の
引
き
上
げ
は
、
県
民

生
活
の
向
上
に
つ
な
が
る
大
変
重
要

な
問
題
で
す
。
但
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で
厳

し
い
経
営
環
境
に
あ
る
中
小
零
細
企

業
に
お
い
て
は
、
単
に
最
低
賃
金
を

引
き
上
げ
る
だ
け
で
は
、
事
業
自
体

の
継
続
が
困
難
に
な
り
、
雇
用
も
失

わ
れ
て
し
ま
う
こ
と
に
留
意
す
る
必

要
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
地
方
の

中
小
零
細
企
業
を
支
援
す
る
こ
と
に

よ
り
、
体
力
を
つ
け
て
い
た
だ
き
、
賃

金
の
引
上
げ
と
地
域
間
の
格
差
の
是

正
に
繋
げ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

【
立
憲
民
主
党
・武
内
則
男
】

公
契
約
条
例
が
あ
る
自
治
体
は
一

部
に
と
ど
ま
り
、
自
治
体
間
で
取
り

組
み
に
大
き
な
差
が
あ
る
の
が
現
状

で
す
。
公
契
約
条
例
を
促
進
す
る
た

め
に
、
国
が
公
契
約
基
本
法
を
定
め
、

全
国
の
自
治
体
の
取
り
組
み
を
後

押
し
す
る
こ
と
が
必
要
と
考
え
ま
す
。

平
時
か
ら
各
自
治
体
が
公
契
約

条
例
を
制
定
し
て
お
く
こ
と
が
、
現

下
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
ィ
ル
ス
の
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
の
よ
う
な
緊
急
時
に
お
い
て
も
安

心
か
つ
信
頼
で
き
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

確
保
と
地
域
経
済
の
活
性
化
に
つ
な

が
り
ま
す
。
様
々
な
関
係
者
と
連
携

し
、
公
契
約
条
例
制
定
の
促
進
に
取

り
組
ん
で
い
け
る
環
境
の
整
備
に
つ
と

め
ま
す
。

【
立
憲
民
主
党
・広
田
は
じ
め
】

賃
金
の
最
低
保
障
な
ど
を
設
定
す

る
公
契
約
法
・公
契
約
条
例
の
制
定

に
よ
り
、
適
正
な
賃
金
・労
働
条
件

の
も
と
で
安
心
・安
全
に
働
い
て
も
ら

う
こ
と
が
で
き
ま
す
。
官
製
ワ
ー
キ
ン

グ
プ
ア
の
解
消
や
公
共
サ
ー
ビ
ス
の

質
の
確
保
に
つ
な
が
る
た
め
導
入
す
べ

き
と
考
え
ま
す
。

【
自
由
民
主
党
・中
谷
元
】

労
働
基
準
法
、
最
低
賃
金
法
と
は

別
の
新
た
な
賃
金
基
準
を
設
定
す
る

こ
と
は
、
①
本
来
、
賃
金
等
の
労
働

条
件
は
労
使
が
自
主
的
に
決
定
す

る
こ
と
が
原
則
で
あ
り
、
②
ま
た
、
国

等
の
契
約
に
関
し
て
は
、
予
算
の
効

率
的
な
執
行
や
契
約
の
適
正
化
を

図
る
こ
と
も
必
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

慎
重
な
検
討
が
必
要
で
あ
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

【
自
由
民
主
党
・尾
﨑
正
直
】

労
働
条
件
の
基
準
は
、
労
働
基
準

法
や
最
低
賃
金
法
な
ど
で
定
め
、
個
々

の
労
働
条
件
は
、
こ
れ
ら
の
法
令
を

遵
守
し
た
上
で
、
労
使
が
自
主
的
に

決
定
す
る
こ
と
が
原
則
で
あ
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

（３）２０２１年９月１０日（３）２０２１年９月１０日 高 知 県 労 連高 知 県 労 連 №２４６№２４６ （２）２０２１年９月１０日（２）２０２１年９月１０日 高 知 県 労 連高 知 県 労 連 №２４６№２４６

投
票
行
動
が
要
求
実
現
へ
の
第
一
歩

要
求
と
候
補
者
の
姿
勢
を
見
極
め
よ
う
①

投
票
行
動
が
要
求
実
現
へ
の
第
一
歩

要
求
と
候
補
者
の
姿
勢
を
見
極
め
よ
う
①

県
労
連
は
、
今
年
実
施
さ
れ
る
衆
議
院
選
挙
の
予
定
候
補
に
対
し
、
公

開
質
問
状
に
て
各
課
題
に
対
す
る
予
定
候
補
者
の
姿
勢
を
問
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
要
求
と
候
補
者
の
姿
勢
を
比
較
し
、
職
場
内
で
選
挙
に
つ
い
て

議
論
す
る
き
っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
。
（掲
載
は
回
答
の
到
着
順
）

県
労
連
は
、
今
年
実
施
さ
れ
る
衆
議
院
選
挙
の
予
定
候
補
に
対
し
、
公

開
質
問
状
に
て
各
課
題
に
対
す
る
予
定
候
補
者
の
姿
勢
を
問
い
ま
し
た
。

私
た
ち
の
要
求
と
候
補
者
の
姿
勢
を
比
較
し
、
職
場
内
で
選
挙
に
つ
い
て

議
論
す
る
き
っ
か
け
と
し
ま
し
ょ
う
。
（掲
載
は
回
答
の
到
着
順
）

「衆議院選挙に向けた」
番外編…」

「衆議院選挙に向けた」
番外編…」

たたかえ！ローレンジャーたたかえ！ローレンジャー

私たちに清き１票を～！私たちに清き１票を～！

（
１
）
最
低
賃
金
の
１
５
０
０
円
へ

の
引
き
上
げ
と
全
国
一
律
最
低

賃
金
制
度
の
創
設

（
１
）
最
低
賃
金
の
１
５
０
０
円
へ

の
引
き
上
げ
と
全
国
一
律
最
低

賃
金
制
度
の
創
設

（
２
）
政
府
・
自
治
体
発
注
の
仕
事

に
つ
い
て
最
低
保
障
賃
金
を
設

定
す
る
公
契
約
法
・
条
例
の
制
定

（
２
）
政
府
・
自
治
体
発
注
の
仕
事

に
つ
い
て
最
低
保
障
賃
金
を
設

定
す
る
公
契
約
法
・
条
例
の
制
定

（
３
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
代

わ
る
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
や
南
海

ト
ラ
フ
大
地
震
な
ど
を
想
定
し

た
際
の
公
的
病
院
の
維
持
や
ベ
ッ

ト
の
確
保

（
３
）
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
に
代

わ
る
未
知
の
ウ
イ
ル
ス
や
南
海

ト
ラ
フ
大
地
震
な
ど
を
想
定
し

た
際
の
公
的
病
院
の
維
持
や
ベ
ッ

ト
の
確
保

衆議院選挙・投票講座衆議院選挙・投票講座

【
１
区
】
ロ
ー
レ
ン
党

誠
実
グ
リ
ー
ン

【
１
区
】
ロ
ー
レ
ン
党

誠
実
グ
リ
ー
ン

【
比
例
】
ロ
ー
レ
ン
党

き
ま
じ
め
イ
エ
ロ
ー

【
比
例
】
ロ
ー
レ
ン
党

き
ま
じ
め
イ
エ
ロ
ー

１
区
？
比
例
？

ど
う
や
っ
て
投
票
す
る
の
？

１
区
？
比
例
？

ど
う
や
っ
て
投
票
す
る
の
？

小
選
挙
区
選
挙
は
候
補
者
名
で
投
票

小
選
挙
区
選
挙
は
候
補
者
名
で
投
票

誠
実
グ
リ
ー
ン

誠
実
グ
リ
ー
ン

比
例
代
表
選
挙
は
政
党
名
で
投
票

比
例
代
表
選
挙
は
政
党
名
で
投
票

フ
ム
フ
ム

フ
ム
フ
ム

ロ
ー
レ
ン
党

ロ
ー
レ
ン
党

小
選
挙
区

小
選
挙
区

比
例
区

比
例
区

こ
れ
で
よ
し

こ
れ
で
よ
し

期
日
前
投
票
所

期
日
前
投
票
所

忙
し
い
人
は

期
日
前
投
票
に
行
こ
う
！

忙
し
い
人
は

期
日
前
投
票
に
行
こ
う
！

こ
れ
で
地
球
の
平
和
を
守
る
ぞ
！

こ
れ
で
地
球
の
平
和
を
守
る
ぞ
！

頭頭

高
知
で
は
、
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
と

野
党
で
９
月
20
日
に
協
定
を
調

印
す
る
予
定
で
す
。
市
民
連
合

の
６
項
目
に
加
え
、
次
の
よ
う
な

県
内
課
題
を
加
え
る
予
定
で
す
。

高
知
で
は
、
憲
法
ア
ク
シ
ョ
ン
と

野
党
で
９
月
20
日
に
協
定
を
調

印
す
る
予
定
で
す
。
市
民
連
合

の
６
項
目
に
加
え
、
次
の
よ
う
な

県
内
課
題
を
加
え
る
予
定
で
す
。

【
県
労
連
の
考
え
】

す
で
に
最
低
賃
金
は
、「
労
働

者
の
セ
ー
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」
だ
け
で

な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
す
る
地

域
経
済
の
底
上
げ
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
確
保
、
人
口
流
出
へ

の
歯
止
め
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
最
低
賃
金
の

大
幅
引
上
げ
と
全
国
一
律
制
度

の
創
設
は
急
務
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
最
低

賃
金
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
、
中

小
零
細
企
業
への
支
援
の
拡
充
も

必
要
不
可
欠
で
す
。
現
行
の
生

産
性
あ
り
き
の
支
援
策
で
な
く
、

生
産
性
と
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
を
別
々
に
し
た
支
援
策
の
構

築
を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

【
県
労
連
の
考
え
】

す
で
に
最
低
賃
金
は
、「
労
働

者
の
セ
ー
テ
ィ
ー
ネ
ッ
ト
」
だ
け
で

な
く
、
コ
ロ
ナ
禍
で
疲
弊
す
る
地

域
経
済
の
底
上
げ
、
エ
ッ
セ
ン
シ
ャ

ル
ワ
ー
カ
ー
の
確
保
、
人
口
流
出
へ

の
歯
止
め
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
役

割
を
担
っ
て
お
り
、
最
低
賃
金
の

大
幅
引
上
げ
と
全
国
一
律
制
度

の
創
設
は
急
務
の
課
題
と
な
っ
て

い
ま
す
。
そ
れ
と
同
時
に
、
最
低

賃
金
を
引
き
上
げ
る
た
め
の
、
中

小
零
細
企
業
への
支
援
の
拡
充
も

必
要
不
可
欠
で
す
。
現
行
の
生

産
性
あ
り
き
の
支
援
策
で
な
く
、

生
産
性
と
最
低
賃
金
の
引
き
上

げ
と
を
別
々
に
し
た
支
援
策
の
構

築
を
早
急
に
行
う
必
要
が
あ
り

ま
す
。

【
県
労
連
の
考
え
】

自
治
体
や
政
府
の
発
注
す
る

仕
事
に
つ
い
て
、
現
場
で
働
く
労

働
者
の
低
賃
金
や
重
層
下
請
け

構
造
に
よ
る「
中
抜
き
」
が
問
題

に
な
っ
て
い
ま
す
。
末
端
で
働
く
労

働
者
の
賃
金
な
ど
の
労
働
条
件

の
確
保
が
出
来
な
け
れ
ば
、
事
業

の
安
心
安
全
の
確
保
が
ま
ま
な
ら

な
い
だ
け
で
な
く
、
地
域
の
事
業

所
の
存
続
や
労
働
者
の
確
保
が

で
き
ず
、
技
術
の
継
承
、
自
然
災

害
への
対
応
が
出
来
な
く
な
っ
て
し

ま
い
ま
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、
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